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(5月 30日) ：弱気心理が相場を押し下げ 

国内株式は 3 営業日続けての下落、弱気心理が依然として市場の重荷になった。VN 指

数は 2.2ポイント（0.23％）下落し 969.34ポイント下落した。 

出来高は 10％、売買代金は 18％ほど上昇し、1 億 5990 万株と４兆ドンほどであった。

しかしその内訳の多くは大型銘柄の相対取引であった。出来高にして 5440 万株、売買

代金にして 1.7 兆ドンが相対取引で取引された。ベトジェット航空（VJC）は出来高が

560万株、7056億ドンほど取引された。 

VN30 指数では 18 銘柄が上昇し、11 銘柄が下落した。ビナミルク（VNM）は 1％ほど

下落し 131,500 ドンで取引を終え、ビンホームズ（VHM）も 1.2％ほど下落し 82,600 ド

ンで取引を終えた。 

上昇した銘柄では、サイゴンビールアルコール飲料総公社（SAB)は 1.2％ほど上昇し

263,500 ドンで取引を終えた。テクコムバンクも 0.9％ほど上昇し 22,950 ドンで取引を

終え、売買代金は 140万株であった。 

FLC ファロス建設は出来高トップで 470 万株が取引されたが、0.17%下落し 29,950 ドン

で取引を終えた。ホアファットグループ（HPG）は出来高が 410 万株で 1.5％安の

32,000ドンで取引を終えた。 

中型株の中では、ランドマークホールディングス（LMH）はストップ高の 14,750 ドン

まで上昇し、6営業日続けての上昇となった。出来高は 620,000株であった。 

ハノイ取引所の HNX 指数は横ばいの 105.32 ポイントで引けたが、出来高と売買代金は

共に 21％ほど下落し、それぞれ 2110億株と 2445 億ドンになった。 

4 銘柄だけが出来高で 100 万株を超えた。サイゴンハノイ銀行は 360 万株で 1.4％上昇

し 7200ドンで取引を終えた。 

ペトロベトナムサービス（PVS）は 2 番目に取引された銘柄で、出来高は 200 万株ほど

であった。0.8％ほど下落し 23,700ドンで取引を終えた。1.1.6.8建設（MST）は 3.8％上

昇し 3700ドンで取引を終えた。出来高は 100万株以上だった。 
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BIDV 証券によると、支持材料が無いため、投資家心理は依然として弱気で南北両取引

所の取引は細っているとのことだった。 

さらに、投資家は世界的な不安定な状況に懸念を抱いている。ダウ平均株価は 2 月 11

日以来の安値に達し、SP500指数も 3か月間の安値に達している。 

しかしながら、テクニカル的な反発は見られるかもしれない。VN 指数は 970-975 ポイ

ントまで反発することが期待されると同社は予想した。 
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